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1. はじめに
いつでも・どこでも・（誰もが）情報を取得できるとい

う意味での「ユビキタス」は，日本の国策である e-Japan
構想で中心的課題と位置づけられている．ユビキタスの
実現には，サービス面において地域コミュニティの構築
が重要とされている．地域コミュニティには，主に社会
活動支援を中心とした SC(Social Community)と，商業
活動を中心とした BC(Business Community)に分類さ
れる．しかし，地域コミュニティを情報サービスとして
提供する場合，一般的な問題点として，「1.独立したシ
ステムとして運用されており，互いのコミュニティ間で
の情報交換を実現出来ない」，「2.自治体からの情報発信
が中心で，市民・市民活動団体も情報発信可能なフレー
ムワークが整備されていない」が挙げられる．これらの
問題を解決すべく，市民が SCと BCを意識せず，自治
体と協働して参画が可能なフレームワークを持つヴァー
チャルコミュニティ(VC:Virtual Community)へ拡張を
行うことが求められている．
上記社会的背景に基づき，2003年度より北海道千歳エ

リアにおいて，千歳市・千歳市社会福祉協議会・千歳商工
会議所・千歳市商店街振興組合連合会と共同で，上記問
題の解決を図るフレームワークを実装した市民向け地域
ポータルサイトを提供するVCシステムの開発を行った．
本研究では，VCシステム上の SCサービスとして提

供している生涯学習講座の動画配信と電子会議室の連携
機能を利用して，ナレッジシェアリングを補助する VC
システムの有効性を検証するため，実証実験を行うこと
とした．

2. VCシステムの概要
VCシステムとは，市民向け情報を発信する地域ポー

タルサイトをWebアプリケーションとして提供するシ
ステムである．具体的には，生涯学習や福祉に関する各
種イベント・ボランティア情報，商取引に関する店舗・
商品情報などをデータベースとして保持し，ボランティ
アのマッチング機能，電子商取引機能等を有する．
本システムはWebベースのクライアント・サーバ型

のシステムとし，開発環境には Java Servlets，Servlet
Containerとして Jakarta Tomcatを利用している．ま
たデータベースには，PostgreSQLを利用した．これら
一連のサービスは，2003年度より千歳市における，産
学官連携の推進を目的とした NPO団体で運営されてい
る．運用中のシステム画面を図 1に示す.
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3. 本研究に関連する機能の概要
本研究に関連するVCシステムの主な機能は大きく以

下の 3つである．

1 認証機能を導入して，市民にプロファイルを付加

2 自治体・市民・市民活動団体からの情報発信を可能

3 情報発信との連携が可能な電子会議室を実装

1の活用例として，市民認定という概念を取り入れる
ことが可能となったことが挙げられる．VCシステムを
利用するための市民アカウントは誰でもオンラインで作
ることが出来るが，管理者である自治体と同様に情報発
信を可能とするには，自治体から市民認定を受けた市民
アカウントが必要である．

2の活用例として，行政を通さないで各種イベント・
ボランティア等の情報の掲示を可能としたことが挙げら
れる．千歳市では，これらの情報の掲示は行政を通じて
行っていたため，例えばご近所付き合い的な小さなボラ
ンティアも気軽に募集しづらい傾向にあったが，市民も
協働して情報を発信できるフレームワークの見直しを
行ったことによりこれらの問題点を解決し，地域に根ざ
した情報提供を可能とした．

3の活用例として，生涯学習講座の動画配信と電子会
議室の連携機能が挙げられる．具体的には，市民が自宅
で好きな時間に，生活に密着した「自宅での救急医療」
等の動画コンテンツを見て生涯学習を受講することが可
能となり，質問や意見が有れば電子会議室にて講師や市
民間で述べることが出来るシステムである．また，電子
会議室において，市民が「そば打ちを教えることが出来
る」などの話題が盛り上がり，それがイベントになった
場合の活動を行う場所の確保も，VCシステムのサービ
スとして提供する施設予約機能を利用することにより，
容易になる利用パターンも想定している．

4. VCシステムで想定されるナレッジシェア
リング

ナレッジシェアリングとは，電子掲示板やメーリング
リスト，オンラインコラボレーションなどを使って，一
部の人の資産であった知識を集団全体への共有を図るも
のである．ここでは，VCシステムがナレッジシェアリ
ングを補助するシステムとしての側面も保持している点
について説明していく．

3章の 2で挙げた機能については，行政による各種イ
ベント・ボランティア情報の一元管理から，市民も協働
して情報を双方向から発信出来る点において，ナレッジ
シェアリングを行うことが可能になったと言える．しか
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図 1: 地域ポータルサイトトップ画面

図 2: 生涯学習講座の動画と電子会議室の連携画面

し，市民が情報を発信するには市民認定を受けた市民ア
カウントが必要となる．
本研究に関連する 3章の 3で挙げた機能についても，

講師が動画を通じて知識を提供し，市民が電子会議室を
通じて講師・市民間へ質問・意見等の情報を双方向から
発信出来る点において，ナレッジシェアリングを行うこ
とが可能になったと言える．また，電子会議室の運用体
制は，「1.新しい会議室の作成は，管理者と市民認定を受
けた市民アカウントの人が可能」，「2.会議室への書き込
みは，管理者と市民認定を受けた市民アカウントの人が
可能」，「3.不適切な書き込みについては，管理者が削除
を行う．市民認定を受けたアカウントの人は自分の発言
は消すことが可能」，「4.市民認定を受けていない市民ア
カウントでも，電子会議室の閲覧は可能」のようになっ
ている．また，この機能については，現在は「千歳学出
前講座」，「千歳科学技術大学の公開講座」，「千歳市社会
福祉協議会のボランティア講座」，の生涯学習向け動画
を保持しており，講師がいる一部の講座については，電
子会議室と連携する体制が整っている．動画配信機能と
電子会議室の連携画面を図 2に示す．

5. ナレッジシェアリングを補助するVCシス
テムの有効性を計る実証実験

ナレッジシェアリングを補助するVCシステムの有効
性を計る実証実験を行うべく，VCシステム上の SCサー

ビスとして提供している生涯学習講座の動画配信と電子
会議室の連携機能を実際の小学校の授業で利用してもら
い，アンケートを取った．実験は北海道千歳市立北栄小
学校の 5年生 26人，6年生 19人を対象とした．50分
の授業の中で，千歳市社会福祉協議会が作成した視覚・
身体障がい者に関する生涯学習講座の動画を小学生に見
てもらい，質問や意見があれば電子会議室にて講師をつ
とめる千歳市社会福祉協議会とやりとりを行う形式で実
験を行った．学年ごとで質問率・返答率・問題解決率を
パーセンテージで統計を取り，ナレッジシェアリングを
補助する VCシステムの有効性の判断材料とした．
実証実験でのナレッジシェアリングに関する統計結果

を表 1に示す．表 1より，各学年とも講師への質問率が
80%中盤と高く，ナレッジシェアリングを補助する VC
システムとしての利用率が高いことがわかる．講師から
学生への返答率については，5年生と 6年生で大きく異
なるが，これは講師が少なく授業時間内に生徒数の多い
5 年生の質問に返答しきれなかったためである．また，
講師から返答があった人に対しての，自分が質問した内
容について解決したかを表す問題解決率は，各学年とも
90%前後を示した．このことから，生涯学習講座の動画
と電子会議室の連携機能を用いての事例において，ナ
レッジシェアリングを補助するVCシステムの有効性が
あることが示唆された．

表 1: ナレッジシェアリングに関する統計結果

　 質問率 返答率 問題解決率
5年生　 84.6 63.6 92.9

6年生　 84.2 100 87.5

6. まとめと今後の課題
今回の研究では，2003年度より北海道千歳エリアに

おいて，千歳市・千歳市社会福祉協議会・千歳商工会議
所・千歳市商店街振興組合連合会と共同で開発を行った
VCシステムを元に，SCサービスとして提供している
生涯学習講座の動画配信と電子会議室の連携機能を利用
して，ナレッジシェアリングを補助するシステムとして
の VCシステムの有効性を検証する実証実験を行った．
実験結果より，小学生の理解度を示す問題解決率が各学
年とも高い結果が得られた．よって，生涯学習講座の動
画と電子会議室の連携機能を用いての事例において，ナ
レッジシェアリングを補助するVCシステムの有効性が
あることが示唆された．今後の課題として，SCと BC
の機能を利用して，SC-BC間の市民交流についての実
証実験を行っていく．
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